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平成29年度一般会計（補正第５号）
16億7,264万７千円を追加し

総額181億9,868万４千円となる

　平成 29 年 12 月定例会は、12 月１日～ 25 日までの 25 日間開催され、一
般質問には 16 人が登壇し、神埼市政全般について質問を行いました。一般会
計補正予算の主な歳出では、新庁舎建設事業、脊振町複合施設建設事業など
16 億 7,264 万７千円が追加され、総額 181 億 9,868 万４千円となりました。

主　な　事　業 補正額 事　業　の　内　容

新庁舎建設事業 16億468万8千円

新庁舎建設に係る県の開発行為の許可を受け、第２期
造成工事を実施する。また、新庁舎建設の実施設計が
完了することから、神埼市新庁舎建設基本計画のスケ
ジュールに沿って、建設工事を実施する。

脊振町複合施設建設
事業

1,785万5千円
不整形である敷地の形状を整え敷地全体の有効活用を
図るため、隣接する民有地の取得費を計上する。

小・中学生、高校生等
医療費助成事業

1,652万円

①現物給付に係る補正分…助成方法を償還払いから現
物給付に変更した影響が見込みより大きかった。

②償還払いに係る補正分…平成 28 年度の償還払い積
み残し分及び県外診療分等にかかる支出が見込みよ
り多かった。

農地・農業用施設災害
復旧事業

421万1千円

梅雨前線豪雨（平成29年７月５日～６日）により被災
した農地・農業用施設の復旧を行う。また、本災害が
激甚災害の指定を受けたことにより、本災害に該当し
ない小災害については、神埼市小災害補助金交付要網
に基づく補助を行い、農業の維持及び農業経営の安定
を図る。
本災害　農地２箇所、農業用施設１箇所　合計３箇所
小災害　農業用施設３箇所　今回補正額　782

王仁博士顕彰公園情報
交流館室内整備事業

1,079万9千円
王仁博士の功績や霊岩郡の魅力の紹介等のほか、神埼
市内への誘客促進と観光振興の拠点となる情報交流館
の室内整備に必要な経費について計上する。

12月定例会

■主な補正

補　正　予　算
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これが聞きたい！
特別職及び一般会計職員人件費　▲2,153万円

新庁舎建設事業　16億 468万 8千円

Q 特別職及び一般会計職員人件費について、2,153 万円の減額となっているが、平成 29年
３月 31日で何人が辞めて、４月１日からの新規採用は何人か。

A ３月 31 日に退職した職員は 13 名、新規採用職員は 16 名となっている。

（事業の目的）　特別職及び一般会計職員に係る人件費であり、平成 29 年度当初予算で編成し
た人件費について、現在の職員数及び職員配置に置き換えた執行見込額に補正し、併せて県人
事委員会勧告等に基づく給与改定を行い、給与水準の適正化を図るものである。

Q 現本庁舎と比較してどのくらい利用しやすくなるのか。

A

新庁舎建設検討委員会で検討してきた。県のま
ちづくり福祉条例があって、その担当部署の方
にも委員会のメンバーに入ってもらっていた。
それに合わせて、西九州大学に健康福祉学部が
あるということで、専門的な知識を持った教授
にも参画していただいた。バリアフリーに配慮
した設計になっている。

（事業の目的）神埼市本庁舎は、昭和 46 年に建設され築 45 年が経過し、老朽化・耐震化・狭
溢化などの問題に加え、階段や段差が多くエレベーターが設置されていないなど、バリアフリー
化への対応が不十分な状況である。こうした課題を解消し、機能性・安全性・経済性に優れ、
市民が利用しやすく親しまれる新庁舎の建設に向けた取り組みを行う。

新庁舎の完成イメージ図

Ⅰ．設計の基本方針Ⅰ．設計の基本方針Ⅰ．設計の基本方針Ⅰ．設計の基本方針    

01010101．．．．計画方針計画方針計画方針計画方針    

新庁舎建設の設計にあたっては、「神埼市新庁舎建設基本計画」の基本理念・整備方針に基づき、狭

隘化、複雑化、機能分散、老朽化をはじめとした現在の市庁舎が抱える問題・課題を解決し、「市民サ

ービスの向上やまちづくりの拠点など」となる新庁舎として計画を行います。 

また、市民のためのサービス施設として、将来の行政需要に的確に対応できる、ゆとりや弾力性、

さらには、職員が働きやすい環境にも充分に配慮しつつ、長期間にわたり使用に耐えられる構造、平

面、設備計画とし、機能性と効率性にすぐれた、使い勝手のよい庁舎として計画します。 

更に、自然エネルギーなどの導入に取り組み、自然との共生を図り、中心市街地における地域の核

となる環境配慮型庁舎を目指します。 

これらの設計目標を実現するため、基本計画の基本理念に基づいた５つの基本方針を定め、各分野

の具体的な視点により設計方針としてまとめます。 

 

 

 

 

 

５つの基本方針 

    

１．市民サービスの向上に繋がる庁舎 

①市民利用の多い窓口を 1階に集約します。 

②吹き抜け空間であるエントランスホールを中心に窓口全体がわかりやすい空間構成とします。 

③エントランスホールなどの市民スペースに情報端末や掲示板を設け、市政・議会・産業・市民

活動などの情報提供機能の充実を図ります。 

④来庁者駐車場は敷地南側に充分な台数を確保します。また、メインエントランスに近接して障

がい者用駐車場を配置します。 

    

２．人や環境にやさしい庁舎 

①ユニバーサルデザインに配慮し、誰もが使いやすい空間づくりを行います。 

②地元産の木材（スギ・ヒノキ）を内装等に活用し、木材利用の促進を図ります。 

③熱負荷を抑制する建築的工夫（西側コアによる西日対策・庇の設置等）を行います。 

④神埼の気候特性を踏まえた自然エネルギーの活用（太陽光発電・昼光利用など）を行います。 

⑤センサー技術を活用した最適運転制御などを採用しエネルギー利用効率を高めます。 

⑥CO2 の削減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

３．市民の安全・安心を支える庁舎 

①災害時の防災拠点として、防災危機管理執務スペースの充実など危機管理機能の強化を図りま

す。非常用電源の確保など、非常時における業務の持続性を高める計画とします。 

②地震を考慮し耐震安全性基準のⅠ類とします。（※神埼市新庁舎建設基本計画の８ページ参照） 

③台風等による二次災害を考慮した計画とします。 

④河川の氾濫履歴を踏まえ、地下を作らない計画とし、適切な 1 階の床高さ設定を行います。基

幹設備は最上階に配置します。 

    

４．まちづくりの拠点となる庁舎 

①市民に開かれた庁舎として市民スペースの充実化を図ります。 

②市民スペースである多目的会議室、情報発信コーナー等は休日開放できる計画とします。 

③様々なイベントに対応できる来庁者駐車場兼市民広場を敷地内に確保します。 

④庁舎や外構の意匠は、長期にわたり品格ある佇まいを持ち続けられる計画とします。 

 

５．経済性とのバランスを考慮した庁舎 

①華美な要素を排除しつつ、柔軟性のある発想のもと、必要最小限で充分な機能を発揮できる庁

■鳥瞰イメージ 

小学校・中学校要保護・
準要保護援助費

314万4千円

新入学児童生徒学用品費の入学前支給の開始、及び国
の援助基準の改正等にかかる費用を計上する。
①平成30年度分新入学児童生徒学用品費の入学前支給

の対応（平成29年度中支給予定）
②国の「要保護児童生徒援助費補助金及び特別支援教

育就学奨励費補助金交付要網」の改正に伴う、新入
学児童生徒学用品費単価の増額への対応

③11月以降の新規認定者への対応
④10月までの認定者数（実績）による対応
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王仁博士顕彰公園情報交流館室内整備事業　1,079万 9千円

Q 平成 30年３月の完了を目途に進められている
が、計画どおりに進んでいるのか。

A

百済門の建設工事が遅れている。理由として
は、霊岩郡からいただいた設計書が全て韓国
語であったため、それを翻訳するのに時間を
要したということと、設計書に対して、県か
らの指摘があり、設計書の見直しの必要が出
てきたためである。

（事業の目的）　日本に漢字や論語を伝えたとされる王仁博士の功績をたたえ、後世に伝える顕
彰公園の整備を現在行っており、平成 30 年３月に完成予定である。顕彰公園内に百済門や多
目的交流館、情報交流館、千字文モニュメント等を整備することで、神埼市内の新たな観光拠
点づくりを推進し、観光振興と地域の活性化を図るものである。

生活困窮者自立支援事業　1,870万円

Q 生活困窮者について所得がいくらというような基準はないのか。

A
市で基準は設けていない。相談内容で一番多いのはお金に関することである。また、人間
関係などについての相談もあり、金銭的な部分だけではないということで支援している。
センターに相談へ来られたのは平成 27 年度と平成 28 年度で 80 人から 90 人である。

Q 子どもの学習支援事業が平成 28年度より実施されているが、どのような事業内容なのか。

A
脊振町、神埼町、千代田町に学習支援ができる会場を設けている。大学生や教師経験者等
に来てもらい、７、８名の子どもに対して４名から５名位の教師が付いて基本的には無報
酬で勉強を見てくれている。子どもの居場所づくりという部分にも関与している。

（事業の目的）生活困窮者への自立相談支援事業の実施、住居確保給付金の支給等を行うこと
により、生活困窮者の自立促進を図ることを目的とする。①自立相談支援事業（必須事業）：
生活保護に至る前の生活困窮者の相談に応じ、アセスメントの実施等（平成 27 年度より実施）、
②家計相談支援事業（任意事業）：債務問題等の家計に関する課題を抱える生活困窮者に対して、
家計の再建に向けたきめの細かい相談支援の実施等（平成 27 年度より実施）、③子どもの学習
支援事業（任意事業）：貧困の連鎖を防止するため、生活困窮世帯の子どもに対する学習支援
の実施等（平成 28 年度より実施）
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農村地域防災減災事業（ハザードマップ作成業務）　170万円

学校適応指導教室事業　118万 6千円

Q
日の尺ため池が危ないのではないかと聞いたこ
とがあるが、ため池の整備はどうなっているの
か。

A
大きな地震により、全国のため池の点検が行わ
れ、日の尺ため池が耐震調査対象となっていた。
調査をし、問題ないという結果が出ている。

Q
完全不登校となる児童・生徒が増えたため、千代田町内で
も事業を実施するということだが市内での人数はどのくら
いか。

A

神埼町の「かけはし」については、神埼町内小学校７名、
神埼中学校９名だが、中学校の９名の内、30 日以上学校を
欠席しているものは１名だけである。千代田町については、
千代田町内小学校２名、この２名も30日以上欠席している。
それから、千代田中学校７名でその内６名が 30 日以上欠
席している状態である。

Q 千代田中学校で 30日以上欠席している生徒が増えているということだが、不登校の実態
を教育現場はどう見ているのか。

A

学校としては非常に重く見ている。不登校の原因が確実に分かるものであれば我々もその
部分に適切な指導をしていきたいと思うが、原因が分からないというのが現状である。教
育委員会としても生活支援員という不登校に対して対策をする先生を神埼中学校と千代田
中学校に配置し、その先生に毎日家庭訪問してもらうというような対策も取っているが、
なかなか原因対策に繋がっていないというのが現状である。各学校、非常に悩んでいると
ころで、教育の現場にとっても大きな課題だと思っている。

（事業の目的）国のため池一斉点検の指導により、平成25年度から平成26年度にかけて県内1,972
箇所の点検が行われ、その結果を受け、ハザードマップを作成し、安全性の検証と安心・安全
な施設環境整備を図るものである。

（事業の目的）学校生活に適応できず、不登校となっている児童及び生徒に対し、一定期間、
カウンセリング、集団生活への適応指導、教科指導及び体験活動等を組織的かつ計画的に実施
することにより、不登校児童及び生徒の集団生活への適応を促し、学校生活への復帰を援助す
るものである。

日の尺ため池
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Q
現在、庁舎の南側で開催されている櫛田の市は、
今後門前広場で行われるのか。また、そうである
場合、使用料は徴収するのか。

A
今後は門前広場で実施していただき、使用料も徴
収することで協議している。

Q
広場の占用使用料については月単位で規定されて
いるが、１日使用した場合の金額はどのようにな
るのか。

A
月額を基に日額を算出する。営利を目的（５割増）
として、１区画（柱の間を１区画として全部で 12
区画）使用した場合、日額 540 円となる。

Q
広場の設置と併せ、賑わい創出のためのソフト面
の整備をどのように行うのか。市全体で活用でき
るよう工夫してほしい。

A

市でも色んなイベントを考えることになるが、元々
まちづくりワーキンググループと市民グループの
方たちの要望でもあったので、そのような団体と
連携しながら賑わいを創出することができるよう
なイベントや行事等を計画していきたい。

各常任委員会のＱ＆Ａ
総務常任委員会

総務企画部

《議案第66号》（賛否：全員賛成）
神埼市長崎街道門前広場設置条例の制定について

オープニングセレモニーの様子

長崎街道門前広場

門前広場で開催された櫛田の市
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Q 現在の市の状況を踏まえ、育児休業の延長を申請
する職員は想定されるのか。

A

育児休業は、必ずしも４月１日までとは限らず、
年度途中での復職を希望される場合もある。よっ
て、６ヶ月の延長を通して復職時期を調整する育
児休業職員も出てくるのではないかと考えている。

Q 失職の特例を設け、要件を緩和することで、職員
の気の緩みにつながらないよう注意してほしい。

A

あくまでも過失により、禁固刑以上の刑となり、
執行が猶予された職員は情状により失職しないと
いう改正である。処遇については、必要に応じて
外部の専門家の意見や全国の事例を参考に総合的
に判断する。この条例は職員の失職の要件を緩和
することが目的ではない。

各常任委員会のＱ＆Ａ
総務常任委員会

総務企画部

総務企画部

《議案第71号》（賛否：全員賛成）
神埼市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

《議案第72号》（賛否：全員賛成）
神埼市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正について
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Q
平成 30年１月 22日からＪＡ神埼地区中央支所で
現神埼町保健センターの事務業務を開始するとの
ことだが、移転に必要な工事は間に合うのか。

A
移転に必要な工事は平成 29 年 12 月 25 日に終了す
る予定であり、１月に移転、その後現神埼町保健
センターは取り壊す予定である。

Q
現神埼町保健センターの事務以外の機能について
は、１年程度をかけて移転するが、その間、かる
がもランドなどのイベントはどこで行うのか。

A
これまでも、健診などで神埼町保健センターが使用
できない場合は、千代田町の保健センターで実施し
ており、完成までは同様に千代田町の保健センター
で行う。

Q 他の自治体において指定管理者が経営困難に陥って撤退している。指定管理において、損
失が出た場合、市としてどのように対応するのか。

A

指定管理者である社会福祉協議会については、事業
の委託、あるいは補助という形で神埼市は支援をし
ており、財務管理の状況を見ながら、補助金の額を
決定している。毎年、社会福祉法人として、監査指
導が行われ、堅実かつ健全な運営が行われている。
利益が出た分について、最終的には精算という形を
取っており、余れば市に返還という形になる。

各常任委員会のＱ＆Ａ
文教厚生常任委員会

市民福祉部

市民福祉部

《議案第73号》（賛否：全員賛成）
神埼町保健センター条例の一部改正について

《議案第75号》（賛否：全員賛成）
神埼市憩の家の指定管理者の指定について

ＪＡ神埼地区中央支所

神埼町保健センター

指定管理しているもみじの湯
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Q 今回は名称の変更だけだが、そもそも市で緑地面積の要件を緩和できるようにしたのは、
どのような背景によるものなのか。

A

緑地面積については、工場の敷地内において割合
が 25％以上ということが義務付けられていたが、
企業立地促進法の施行で、各市町の条例によって
緑地面積を緩和できることになっている。緩和す
ることで、企業は建物面積を広く確保することが
できる。今回企業立地促進法の名称が「地域経済
投資促進法」に改訂されたため、市の条例の名称
変更を行った。

Q 指定管理者として、民間企業を参入させる考えはあるのか。

A
民間も入れる議論をしてきた。施設の管理は、住民サービスあるいは外部からの誘客をしっ
かりとやれるようなところに頼むというのが本来の指定管理の考え方である。民間に入って
いただき、住民サービスができるようであれば、それでもいいと思っている。

Q もみじの湯の施設内に飲食の売店がなく不便だという声があるが、導入する考えはないのか。

A
今でも出前、お弁当の注文は可能であるが、バリエーションを少し増やしたり、近辺に店も
あるので、お互いに利用し合うことができないか、今後検討材料として出していきたいと思っ
ている。

各常任委員会のＱ＆Ａ

産業建設常任委員会

市民福祉部

産業建設部

《議案第74号》（賛否：全員賛成）
神埼市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関
する法律第10条第１項の規定に基づく準則を定める条例の一部改正について
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Q ふるさと納税の収支については調書があるのか。

A

収支は記載していない。平成28年度は731件、2,591
万 3 千円のふるさと納税があっている。

Q 固定資産税の不納欠損の内容、理由はどのようなものか。

A
内容としては土地、建物、償却資産が対象となっており、理由については、納税義務者に
財産がない場合、滞納処分をすれば生活できないような状態の方、所在が不明であるとい
うような場合がある。

Q 遊休農地や荒廃農地は中山間地域や山間地域に多いが、かつては棚田や石垣であったとこ
ろが荒廃して、災害の要因になるのではないか。

A

耕作放棄地になっても元々は水田であり、ある程度
の畦畔がある。10年、20年経って木が大きくなれ
ば保全もできると思うが、木が大きくなるまでの間、
雑草が繁茂しているような状態は地盤が堅固ではな
い状態なので、そういうところで災害が発生する可
能性はある。

決算特別委員会

総務企画部

市民福祉部

農業委員会

遊休農地の様子

決算特別委員会のＱ＆Ａ
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Q 神埼市図書館費について、家読を推進することによって、どのような成果、効果が出てき
ているのか。

A

市の図書を地区の公民館等に貸し出して設置して
もらっている。交通手段を持たない方に読書の機
会を提供できる事業。家庭内において子どもと親
が一緒に読書に親しむことができる。地域のふれ
あいの場所でも活用していただけたらということ
で実施しており、今後は名称等についても検討し
ながら取り組んでいきたい。

Q １億円以上の一般財源を使って、小学校教育ＩＣＴ振興事業を行っているが、当市のＩＣ
Ｔ教育は県内他市町と比較して進んでいるのか。

A 事業の目的として、教職員の指導力向上、児童生徒の授業に対する興味や関心を持たせ、学
力向上を目指している。他市町と比べると、非常に進んでいる状態である。

教育委員会

家読の様子（広滝西地区）

決算特別委員会のＱ＆Ａ

議案第59号　平成28年度神埼市国民健康保険事業特別会計　
　　　　　　 歳入歳出決算認定について

賛否があった議案を紹介します。

原　
　

信
義

×

片
江　
　

護

○

佐
藤　

知
美

×

福
田　

淸
道

×

永
沼　
　

彰

○

松
本　

軍
二

○

木
原　

憲
治

○

山
口　

義
文

○

山
田　

一
明

○

原
口
ひ
さ
よ

○

白
石　

昌
利

○

野
副　

昭

○

野
口　

英
樹

○

中
野　
　

均

○

簑
原　
　

忍

○

宮
地　
　

明

○

西
原　

正
剛

○

田
原　

和
幸

○

葊
瀧　

恒
明

果結決議号番案議

賛成多数議案第59号

　
　反対の主たる理由はあまりにも高すぎる国保税により、市民の生活が破壊されている実態に
対し、市として独自の対策が取られていないことであります。
　平成28年度決算において、国民健康保険税、認定額８億9,534万9,721円に対し、収入未済額（滞
納額）１億3,715万6,359円、率にして15.3％にも達しています。この調定額に対する滞納比率は、
市民税では2.5％であることから分かるように異常な高さであります。これでは暮らしが成り立
ちません。このことから見ても、市は一般会計から繰入れを行って、税額引き下げの努力をし、
市民の暮らしを応援すべきでありました。以上国保行政のさらなる努力を求めまして、反対討
論といたします。

〈議案に対する反対討論〉　福田　淸道　議員
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神埼市民の願いを意見書にして国に届ける

　現在、日本社会は人口減少社会、超少子・超高齢化社会という未曾有の事態に突入して

おり、社会の持続可能性が大きな問題となっています。

　働く者や市民が協同で出資し合い、経営に参加しながら協同で仕事をおこす「協同労働

の協同組合」が 30 年にわたって持続可能な地域社会の課題に取り組んでいます。

　欧米を始めとして先進諸国には協同労働の協同組合が法制度として整備されています

が、我が国には法的根拠がないため、企業組合法人や特定非営利活動法人などの法人格を

便宜的に活用せざるを得ず、社会的理解が十分に得られない中で事業活動を強いられてい

ます。例えば、「介護保険制度」や「指定管理者制度」などを活用した高齢者介護や子育

てなどの地域福祉、「生活困窮者自立支援制度」や「障害者総合支援制度」などを利用して、

困難を抱える若者や障害のある人、生活困窮状態など社会的困難にある人と共に働く就労

創出、また農業や自伐型林業などの第一次産業やＢＤＦ（バイオ燃料精製）などの自然エ

ネルギー再生などの事業活動を行っています。協同労働には全国で 10 万人が就労に参加、

その事業規模は全体で 1,000 億円に達しています。

　国会では、超党派の「協同組合振興研究議員連盟」において、協同労働の協同組合の法

制化に関する検討が開始されています。

　協同労働の協同組合が法制化されることで、（１）地域住民の協同による主体的な仕事

おこしを通じて持続可能な地域づくりに貢献することができ、また（２）自発的な就労機

会を創出することで困難にある人々の就労創出と社会統合への貢献ができる、ものと考え

られます。

　持続可能な地域づくりに貢献する「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる制定

を求めるものです。

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる制定を求める意見書

〈意見書第４号〉
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議長へ審議結果を報告

脊振町複合施設のイメージ図

議会改革検討特別委員会の活動報告

神埼市まちづくり特別委員会の活動報告

　

ま
ず
、
閉
会
中
の
11
月
22
日

に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、
区

長
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
神
埼

市
議
会
議
員
定
数
の
削
減
等
」

に
関
す
る
要
望
書
に
関
し
て
、

協
議
を
行
っ
た
。
議
員
定
数
の

削
減
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

来
年
４
月
の
改
選
ま
で
に
は
十

分
に
議
論
す
る
時
間
が
な
い
こ

と
か
ら
、
現
議
会
で
は
取
り
組

ま
な
い
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
も
、
残
り
少
な
い
任
期
中
の

協
議
で
は
難
し
く
、
改
選
後
の

議
会
に
お
い
て
協
議
す
る
こ
と

が
妥
当
と
の
結
論
に
至
り
、
11

月
27
日
、
議
長
よ
り
区
長
会
に

対
し
て
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
、
会
期
中
の
活
動
に
つ

い
て
報
告
す
る
。
12
月
８
日
に

開
催
さ
れ
た
各
分
科
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
議
論
の
総
括
が
行

わ
れ
、
第
１
分
科
会
で
は
「
議

会
活
動
に
つ
い
て
」、
第
２
分

科
会
で
は
「
議
会
の
体
制
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
こ
れ
ま
で

　

去
る
12
月
20
日
に
開
催
し
た

委
員
会
で
は
、
執
行
部
出
席
の

も
と
、
報
告
事
項
と
し
て
９
月

定
例
会
以
降
に
開
催
さ
れ
た

「
脊
振
町
複
合
施
設
建
設
検
討

委
員
会
」
及
び
、「
千
代
田
庁

舎
利
活
用
検
討
委
員
会
」
並
び

に
、
視
察
研
修
の
状
況
に
つ
い

て
出
席
委
員
か
ら
報
告
を
受
け

質
疑
や
意
見
を
出
し
て
も
ら
っ

た
。
脊
振
町
複
合
施
設
に
つ
い

て
は
、
各
階
の
平
面
図
や
鳥
瞰

図
を
参
考
に
各
室
の
使
用
の
仕

方
、
安
全
性
、
活
用
等
に
つ
い

て
意
見
が
出
た
。
千
代
田
庁
舎

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
図
書
館

の
拡
充
、
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
の
意
見
が

あ
っ
た
。
次
に
、
執
行
部
か
ら

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
建
設
工
事
の
本

契
約
に
関
す
る
議
案
の
上
程
を

２
月
議
会
定
例
会
に
予
定
し
て

い
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
議
会

が
入
る
４
階
の
配
置
及
び
議
場

や
委
員
会
室
の
設
備
や
機
器
等

の
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
新

協
議
さ
れ
て
き
た
内
容
の
取
り

ま
と
め
を
さ
れ
た
。

　

12
月
12
日
に
小
委
員
会
を
開

催
し
て
委
員
会
の
協
議
事
項
を

調
整
し
、
12
月
19
日
に
委
員
会

を
開
催
し
た
。
委
員
会
で
は
各

分
科
会
長
か
ら
の
報
告
を
受
け

た
後
、
平
成
26
年
６
月
の
特
別

委
員
会
設
置
以
降
、
17
回
に
わ

た
り
開
催
し
た
委
員
会
で
の
審

議
結
果
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ

た
。
ま
た
、
結
果
に
つ
い
て
は

12
月
25
日
に「
委
員
会
報
告
書
」

と
し
て
、
議
長
に
提
出
し
、
本

委
員
会
の
今
期
の
審
議
を
終
了

し
た
。

庁
舎
建
設
に
か
か
る
概
算
事
業

費
と
実
施
設
計
額
と
の
比
較
説

明
や
、
建
設
地
の
土
壌
汚
染
調

査
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
等
の

移
転
先
と
し
て
現
在
改
修
し
て

い
る
旧
農
協
会
館
に
つ
い
て
、

１
階
の
図
書
館
を
は
じ
め
各
階

の
配
置
や
今
後
の
改
修
計
画
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

今
後
も
市
民
の
負
託
に
応
え

る
た
め
、
委
員
会
と
し
て
合
併

特
例
債
充
当
事
業
等
に
関
し
て

必
要
事
項
を
調
査
検
討
し
て
い

く
。

山口　義文 委員長

山田　一明 委員長

南東側（市道側）からの鳥瞰イメージ　 北東側（学校側）からの鳥瞰イメージ　
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一般質問

一般公開された旧古賀銀行

一 般 質 問
議
員　

昨
年
４
月
の
熊
本
地

震
に
よ
り
、
特
に
千
代
田
地

区
の
神
社
仏
閣
に
お
い
て
被

害
が
ひ
ど
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
市
と
し
て
補
助
対
象
と

な
る
の
か
。

永
原
教
育
部
長　

神
社
仏
閣

の
建
造
物
で
あ
っ
て
も
文
化

財
の
指
定
を
受
け
て
い
れ
ば

補
助
対
象
と
な
り
、
今
回
、

正
一
位
若
宮
神
社
の
肥
前
鳥

居
の
修
復
に
も
市
が
一
部
を

負
担
し
ま
し
た
。

議
員　

他
の
自
治
体
で
は
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
現
在

本
市
に
お
い
て
文
化
財
に
対

す
る
補
助
の
交
付
規
定
、
基

準
等
は
定
め
て
あ
る
の
か
。

松
永
社
会
教
育
課
長　

現
在

の
と
こ
ろ
指
定
文
化
財
に
対

す
る
修
理
、
整
備
の
補
助
金

老
朽
化
し
た
文
化
財
建
造
物
の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か

本
市
に
は
歴
史
的
な
建
造
物
が
多
数
あ
り
随
時
改
修
を
行
っ
て
い
る

答

に
対
す
る
交
付
要
綱
、
規
則

等
は
制
定
し
て
い
な
い
為
、

早
急
に
整
備
し
た
い
。

議
員　

県
で
は
明
治
維
新
１

５
０
年
祭
を
30
年
３
月
よ
り

大
々
的
に
実
施
予
定
だ
が
、

偉
人
や
歴
史
的
建
造
物
の
紹

介
等
で
本
市
に
お
い
て
も
来

訪
者
の
増
加
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

県
と

連
携
し
て
明
治
維
新
１
５
０

８
０
０
棟
、死
者
２
０
０
人
、

負
傷
者
約
９
７
０
人
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

議
員　

こ
の
地
震
に
対
す
る

準
備
は
個
人
と
し
て
ど
こ
ま

で
や
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

平
常
時
に

お
い
て
、
食
料
や
飲
料
水
を

始
め
、
医
薬
品
な
ど
必
要
な

物
品
の
備
蓄
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
取
り
つ
け
、
家
具
の

転
倒
防
止
、
地
震
保
険
な
ど

へ
の
加
入
、
家
屋
の
耐
震
診

断
な
ど
を
行
い
被
害
を
最
小

議
員　

平
成
25
年
に
発
表
さ

れ
た
佐
賀
平
野
北
縁
断
層
帯

は
、
神
埼
市
内
の
ど
こ
の
地

区
を
通
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
予
想
さ
れ
る
地
震
の
規

模
と
被
害
は
ど
の
程
度
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

佐
賀

平
野
北
縁
断
層
帯
は
国
の
地

震
調
査
委
員
会
に
よ
れ
ば
、

活
断
層
に
関
係
す
る
と
こ
ろ

と
し
て
尾
崎
、
城
原
、
竹
地

区
。
伏
在
断
層
に
関
係
す
る

と
こ
ろ
と
し
て
姉
川
、
横
武

地
区
が
推
定
さ
れ
る
が
、
県

か
ら
も
正
式
な
位
置
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。
地
震
の
強
さ

は
Ｍ
7
.
5
、
震
度
７
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
神
埼
市

に
お
け
る
被
害
は
、
建
物
の

全
壊
及
び
火
災
に
よ
る
焼
失

約
３
，
２
０
０
棟
、
半
壊
３
，

佐
賀
平
野
北
縁
断
層
帯
は
、市
内
の
ど
こ
を
通
っ
て
い
る
の
か

国
、県
か
ら
正
式
な
位
置
が
示
さ
れ
て
い
な
い

答

限
に
し
て
ほ
し
い
。

議
員　

大
規
模
な
地
震
発
生

を
想
定
し
た
市
の
行
動
計
画

は
つ
く
ら
れ
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長　

平
成
29
年

３
月
に
大
規
模
地
震
発
生
時

の
市
業
務
継
続
計
画
（
地
震

編
）
を
策
定
し
た
。
５
月
の

防
災
訓
練
の
折
に
は
、
全
職

員
で
こ
の
計
画
書
を
用
い
て

内
容
の
確
認
と
図
上
訓
練
を

行
っ
た
。
今
後
も
地
震
情
報

の
公
表
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

年
記
念
さ
が
維
新
交
付
金
事

業
を
活
用
し
、
幕
末
か
ら
明

治
、
大
正
、
昭
和
初
期
に
か

け
て
神
埼
の
発
展
と
国
内
の

各
分
野
で
活
躍
し
た
人
物
を

取
り
上
げ
て
、映
像
や
展
示
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
体
験
学
習

な
ど
の
計
画
準
備
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
偉
人
と
そ
の
業

績
を
発
信
し
て
観
光
促
進
に

よ
る
地
域
活
性
化
に
結
び
付

け
た
い
。

木原　憲治 議員

原　　信義 議員

福岡県
●

県庁

佐賀平野
北縁断層

帯
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そ
の
他
の
質
問

・
自
然
災
害
に
対
す
る
市
の

認
識
と
対
応
に
つ
い
て

議
員　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被

害
は
、
農
家
収
入
は
も
と
よ

り
、
営
農
意
欲
ま
で
奪
う
な

ど
、
精
神
的
に
も
大
き
な
打

撃
が
あ
る
。
現
在
の
イ
ノ
シ

シ
被
害
の
状
況
及
び
そ
の
対

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
へ
の
対
応
策
は

県
や
猟
友
会
等
と
連
携
し
、多
角
的
に
取
り
組
む

答

応
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

國
廣
産
業
建
設
部
参
事
官　

近
年
、
３
ヶ
年
の
市
内
の
被

害
状
況
と
し
て
、
平
成
26
年

度
は
、
４
，
６
８
９
千
円
、

27
年
度
は
４
，９
３
５
千
円
、

28
年
度
は
３
，
０
９
９
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
応
策

と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
整
備

さ
れ
て
き
た
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
に
つ
い
て
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
事
業
の
共
同

催
し
て
い
る
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
研
修
会
を
充
実
さ
せ
る

な
ど
、
多
角
的
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
拠
点
に
お
き
ま
す
保
育
園

の
整
備
な
ど
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
３
ヶ

所
の
生
活
拠
点
を
含
め
た
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
事
業
に
よ
る
高

度
情
報
通
信
事
業
の
展
開
な

ど
、
広
く
公
平
に
地
域
の
均

衡
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

議
員　

事
業
全
体
を
見
て
も

神
埼
町
が
主
体
と
な
っ
た
感

じ
が
す
る
。
千
代
田
町
、
脊

振
町
の
周
辺
部
の
活
性
化
に

も
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

中
心
部
（
神
埼
町
）
に
偏
ら

な
い
ま
ち
づ
く
り
を
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

こ
れ

ま
で
脊
振
町
に
お
き
ま
す
市

街
地
形
成
ゾ
ー
ン
に
お
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
定
住
宅
地
造

成
事
業
に
よ
り
ま
し
て
定
住

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

脊
振
町
全
体
に
つ
き
ま
し
て

は
移
動
通
信
鉄
塔
施
設
の
整

備
等
を
行
い
、
ま
た
千
代
田

町
に
お
き
ま
し
て
は
、
千
代
田

と
神
埼
の
市
街
地
形
成
ゾ
ー

ン
を
直
結
す
る
、
市
道
国
営
千

代
田
線
の
西
１
号
線
の
道
路

改
良
事
業
、
千
代
田
町
の
生

市
政
12
年
の
振
返
り
と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

市
の
一
体
性
の
確
立
と
地
域
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展

答

で
野
球
場
を
も
た
な
い
の
は

神
埼
市
だ
け
で
あ
る
。
神
埼

市
は
野
球
愛
好
家
も
多
く
、

野
球
に
対
す
る
熱
意
も
あ

り
、
ぜ
ひ
球
場
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
。

市
長　

市
長
と
し
て
球
場
は

も
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
時
期
が
く
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

イノシシに荒らされた農地

吉野ヶ里町にある三田川中央公園野球場

山口　義文 議員

片江　　護 議員

交
通
事
故
防
止

対
策
に
つ
い
て

野
球
場
建
設
に

つ
い
て
（
軟
式
）

議
員　

佐
賀
県
内
10
市
の
中

取
組
を
活
用

し
た
維
持
、

補
修
を
行
っ

て
い
た
だ
い

て
お
り
、
平

成
28
年
度
か

ら
単
独
事
業

で
行
っ
て
い

る
捕
獲
隊
支

援
事
業
の

継
続
や
県
、

防
除
セ
ン

タ
ー
、
猟
友

会
と
連
携
し

広
域
的
に
開

議
員　

市
内
の
道
路
に
お
い

て
、
小
さ
な
道
路
か
ら
大
き

な
道
路
へ
出
る
際
の
「
止
ま

れ
」
の
標
識
が
な
い
箇
所
や

路
面
標
示
が
消
え
か
か
っ
て

い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
が
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
整
備

し
て
い
る
の
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

標
識

等
に
つ
い
て
は
、
地
区
か
ら

の
要
望
、
情
報
提
供
、
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
状
況

や
箇
所
を
把
握
し
、
必
要
に

応
じ
て
警
察
と
の
協
議
を
経

て
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
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移転が予定されている神埼高校

船塚遺跡の近くの神埼市教育委員会の表示板

議
員　

神
埼
高
校
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
、
民
間
の
利
活

用
と
し
て
の
検
討
が
あ
っ
た

が
現
在
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

神
高

に
隣
接
し
て
い
る
の
は
、
ヤ

ク
ル
ト
本
社
佐
賀
工
場
で
誘

致
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
存

在
で
あ
り
、
佐
賀
県
に
分
譲

を
希
望
す
る
要
望
書
も
提
出

し
て
お
り
、
そ
の
内
容
に

沿
っ
た
検
討
も
し
て
い
た
だ

け
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

跡
地
を
高
台
避
難
所

と
し
て
の
利
用
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

牛
島
防
災
危
機
管
理
課
長　

防
災
拠
点
と
し
て
必
要
な
施

設
と
し
、
備
蓄
倉
庫
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
、
駐
車
場
等
を
考
え

県
立
神
埼
高
等
学
校
の
跡
地
利
用
の
考
え
を
問
う

県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、再
利
用
計
画
を
検
討
す
る

答

す
。
船
塚
遺
跡
は
後
期
旧
石

器
時
代
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ

ま
し
て
、
多
量
の
石
器
な
ど

が
出
土
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　

最
近
は
金
に
か
え
る

も
の
と
し
て
稲
作
を
す
る
こ

と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
。
歴
史
を
見
て
み
る
と
、

自
分
た
ち
が
食
べ
る
た
め
に

農
業
を
や
っ
て
き
た
。
ト
ン

ネ
ル
が
で
き
れ
ば
、
神
埼
市

に
工
場
と
か
事
務
所
と
か
で

議
員　

神
埼
市
の
歴
史
の
概

要
を
述
べ
て
下
さ
い

永
原
教
育
部
長　

日
本
列
島

は
、
古
く
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
の
一
部
で
あ
っ
た
と
き
も

あ
り
ま
し
た
。
地
殻
変
動
な

ど
に
よ
り
、
現
在
の
日
本
列

島
の
原
形
が
形
成
さ
れ
た
の

は
約
15
万
年
前
ご
ろ
と
考
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

ろ
も
、
ま
だ
、
現
在
の
九
州

や
北
海
道
な
ど
一
部
が
大
陸

と
陸
続
き
で
、
約
１
万
年
前

に
大
陸
か
ら
離
れ
、
現
在
の

日
本
列
島
に
な
っ
た
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

神
埼
市
内
で
発
見
さ
れ
た

最
も
古
い
人
の
存
在
を
示
す

痕
跡
は
、
神
埼
町
志
波
屋
の

船
塚
遺
跡
な
ど
の
発
掘
調
査

に
よ
り
発
見
さ
れ
て
お
り
ま

神
埼
市
の
歴
史
の
概
要
を
述
べ
て
下
さ
い

最
も
古
い
人
の
痕
跡
は
、志
波
屋
の
船
塚
遺
跡

答

き
る
。
そ
こ
に
働
き
に
行
っ

て
一
日
４
時
間
と
か
勤
め
ら

れ
る
よ
う
な
労
働
契
約
を
結

べ
ば
、
現
金
収
入
が
入
っ

て
、
し
か
も
農
業
が
で
き
る

が
。小
規
模
農
家
の
た
め
に
、

農
機
具
セ
ン
タ
ー
み
た
い
な

貸
し
出
す
と
か
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

市
長　

実
態
調
査
か
ら
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。

て
い
る
。

議
員　

神
埼
高
校
の
プ
ー
ル

を
市
民
の
為
に
有
効
活
用
で

き
な
い
か
。

市
長　

調
査
し
た
上
で
使
え

た
ら
、
市
民
の
為
に
も
使
え

な
い
か
と
強
く
思
っ
て
い

る
。
使
え
な
け
れ
ば
今
後
、

検
討
し
て
い
く
。

宮地　明 議員

簑原　忍 議員

三
本
松
川
の
改
修

に
つ
い
て

議
員　

三
本
松
川
の
調
査
費

用
を
国
に
要
望
し
て
い
る
か

確
認
す
る
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

東
部

土
木
事
務
所
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
予
算
要
望
を
国
に
対

し
て
行
っ
て
い
る
。

議
員　

神
埼
北
茂
安
線
の
計

画
ル
ー
ト
の
地
区
説
明
は
進

ん
で
い
る
か
。

嶋
建
設
課
長　

説
明
会
の
中

で
主
な
意
見
と
し
て
、
道
路

に
よ
り
農
地
分
断
、
農
作
業

車
の
通
行
確
保
、
交
通
量
の

増
加
に
よ
る
振
動
、
騒
音
対

策
等
の
意
見
が
出
て
い
る
。
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原口ひさよ 議員

議
員　

森
林
は
自
然
を
養
い

成
り
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、

災
害
時
の
防
災
の
役
割
も
担

い
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
吸
収

す
る
な
ど
、
自
然
は
人
を
豊

か
に
し
、
幸
福
に
し
て
く
れ

て
い
る
。
神
埼
市
の
森
林
の

林
業
再
生
へ
の
市
の
取
り
組
み
方
と
考
え
方

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
で
雇
用
の
創
出
が
考
え
ら
れ
る

答

割
合
は
。

國
廣
産
業
建
設
部
参
事
官　

神
埼
市
総
面
積
の
約
47
％
を

占
め
て
い
る
。

議
員　

戦
後
、
復
興
に
向
け

大
規
模
な
植
林
を
行
っ
た

が
、
高
度
成
長
に
よ
り
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
な
り
木
材

の
需
要
が
少
な
く
な
っ
て
来

た
が
、
市
内
木
材
の
供
給
量

と
今
後
の
供
給
目
標
は
。

産
業
建
設
部
参
事
官　

市
場

へ
の
搬
出
実
績
は
、
平
成
26

年
度
は
２
，
０
２
４
㎥
が
、

平
成
28
年
度
は
９
４
４
㎥
と

減
少
し
て
い
る
。
国
も
10
年

後
は
平
成
26
年
の
1
・
7
倍

を
目
標
に
し
て
い
る
。
市
も

平
成
26
年
度
以
上
の
素
材
搬

出
量
を
目
標
に
し
て
い
る
。

議
員　

供
給
量
を
増
や
す
に

は
生
産
者
と
利
用
者
の
体
制

確
立
が
重
要
で
あ
る
が
。

産
業
建
設
部
参
事
官　

市
内

の
山
林
か
ら
搬
出
し
た
木
材

の
地
産
地
消
の
体
制
を
考
え

て
い
る
。

る
協
働
し
た
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
る
。

議
員　

地
域
の
方
の
自
助
・

互
助
が
必
要
と
考
え
る
が
、

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

宮
地
高
齢
障
が
い
課
長　

地

域
の
皆
様
に
問
題
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
今

年
度
か
ら
「
み
ん
な
で
語
ろ

う
会
」
を
開
催
し
、
高
齢
化

の
現
状
や
課
題
等
を
話
し

合
っ
て
い
る
。
脊
振
町
で
２

回
開
催
し
、
12
月
中
に
神
埼

議
員　

２
０
２
５
年
に
は
団

塊
の
世
代
全
員
が
後
期
高
齢

者
と
な
り
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
の
割
合
は
18
％
に

達
す
る
と
推
計
さ
れ
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
は
着
実

に
進
み
、
超
高
齢
化
社
会
に

向
け
て
の
対
応
が
迫
っ
て
い

る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
政

策
が
必
要
な
の
か
。

家
永
福
祉
事
務
所
長　

２
０

２
５
年
の
神
埼
市
の
75
歳
以

上
の
人
口
割
合
は
、
19
％
と

推
計
さ
れ
る
。
最
近
で
は
、

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
な

ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の
生
活

環
境
に
影
響
が
出
た
り
、
高

齢
者
を
狙
っ
た
振
り
込
め
詐

欺
な
ど
の
被
害
も
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
超
高
齢
化
社
会
に

対
応
し
た
市
民
と
行
政
に
よ

超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
行
政
の
関
わ
り
に
つ
い
て

市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
し
た
取
り
組
み
が
重
要

答

町
、
千
代
田
町
で
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

議
員　

高
齢
者
の
事
故
、
防

犯
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
の
か
。

牛
島
防
災
危
機
管
理
課
長　

効
果
的
な
対
策
と
な
る
よ

う
、
警
察
や
防
犯
協
会
な
ど

と
の
連
携
を
強
化
し
、
事
故

や
犯
罪
被
害
の
減
少
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

「みんなで語ろう会」の開催状況

林業再生への取り組み

市
内
学
校
図
書
館

の
現
状
と
考
え
方

公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
つ
い
て

野副　 昭 議員

議
員　

若
者
の
本
離
れ
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
学
校
で
も

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
本
を

読
ま
な
い
子
が
増
え
て
い

る
。
本
好
き
の
子
ど
も
を
増

や
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

と
考
え
て
い
る
か
。

永
原
教
育
部
長　

学
校
図
書

館
と
市
立
図
書
館
の
連
携
を

図
り
、
子
ど
も
の
読
書
活
動

を
充
実
し
た
い
。

議
員　

総
合
管
理
計
画
の
策

定
後
、
平
成
32
年
度
ま
で
に

個
別
施
設
管
理
計
画
の
策
定

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市

の
策
定
状
況
は
如
何
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
方

針
を
掲
げ
て
お
り
、
個
別
計

画
に
つ
い
て
は
経
過
年
数
や

老
朽
の
状
況
等
、
必
要
に
応

じ
て
策
定
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
。
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議
員　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

や
団
体
・
個
人
の
方
々
が
、

各
地
区
に
お
い
て
交
通
立
ち

番
や
登
校
班
の
引
率
な
ど
自

主
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
際

の
、
不
慮
の
事
故
等
に
よ
る

通
院
や
入
院
、
後
遺
障
害
、

最
悪
の
場
合
は
、
亡
く
な
っ

た
り
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
発

見
守
り
隊
の
補
償
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

市
で
加
入
し
て
い
る
総
合
災
害
補
償
の
対
象
で
す

答

生
し
た
場
合
の
補
償
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

永
原
教
育
部
長　

学
校
が
監

督
・
支
援
、
若
し
く
は
後
援

を
行
っ
て
い
る
場
合
な
ど
、

学
校
に
お
い
て
そ
の
活
動
を

把
握
し
登
録
し
て
い
れ
ば
、

神
埼
市
で
加
入
し
て
い
る
総

合
災
害
補
償（
通
院
・
入
院
・

後
遺
障
害
・
死
亡
給
付
金
の

補
償
）
の
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
学
校
で
は
把
握
し
て
お

ら
ず
、
自
主
的
に
活
動
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
市
の
補
償

対
象
に
は
該
当
し
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

教
育
部
長　

上
位
大
会
等
へ

の
出
場
に
際
し
て
、「
応
援

横
断
幕
」
を
掲
げ
て
、
祝
福

や
激
励
を
行
う
こ
と
は
、市
、

県
、
日
本
を
代
表
し
て
特
別

な
思
い
の
中
に
出
場
さ
れ
る

選
手
の
皆
さ
ん
に
、
市
民
の

皆
様
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
が
出
場
さ
れ
る

選
手
に
、
大
会
へ
向
け
て
の

闘
志
や
勇
気
を
持
っ
て
い
た

だ
く
も
の
に
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

本
庁

舎
や
千
代
田
庁
舎
に
は
懸
垂

幕
の
設
置
も
可
能
な
の
で
、

今
後
、
教
育
委
員
会
の
方
で

検
討
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
員　

現
行
の
総
合
計
画
に

基
づ
く
課
題
に
対
す
る
進

渉
、
成
果
は
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

基
本

方
針
の
「
健
や
か
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
少
子
化
な
ど
の
課
題
に

対
応
し
た
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
の
整
備
と
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
や
保
育
料
の
軽

減
化
、
食
育
の
推
進
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
環
境

に
や
さ
し
く
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
」で
は
、人
口
減
少

な
ど
の
課
題
に
対
応
し
た
定

住
促
進
住
宅
取
得
補
助
金
交

付
制
度
に
よ
る
移
住
・
定
住

の
促
進
、
市
道
千
代
田
西
１

号
線
な
ど
道
路
交
通
網
の
整

備
・
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。「
創
造
性
豊
か
で
輝
く

総
合
計
画
に
基
づ
く
課
題
に
対
す
る
進
渉
、成
果
は

社
会
、環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
各
種
施
策
を
展
開

答

年
度
県
内
で
一
番
高
い
市
町

は
61
％
、
一
番
低
い
市
町
は

33
％
、
県
全
体
で
は
41
％
で

す
。
神
埼
市
の
状
況
は
第
２

期
特
定
健
診
等
実
施
計
画
に

お
い
て
目
標
受
診
率
48
％
と

設
定
し
て
い
ま
し
た
。
結
果

は
36
％
で
20
市
町
中
18
番
目

で
し
た
。
受
診
率
の
向
上
は

市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り

に
お
い
て
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

人
の
育
つ
ま
ち
づ
く
り
」で
は
、

教
育
環
境
・
人
材
育
成
な
ど

の
課
題
に
対
応
し
た
各
小
・

中
学
校
施
設
や
社
会
体
育
館

の
整
備
、
神
埼
市
中
央
公
民

館
の
改
修
、
幼
児
学
校
教
育
の

充
実
、
国
際
交
流
の
推
進
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
定
健
診
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
等
の

振
興
に
つ
い
て

永沼　　彰 議員

議
員　

過
去
５
年
間
の
推

野口　英樹 議員

そ
の
他
の
質
問

・
千
代
田
庁
舎
の
利
活
用
と

千
代
田
町
の
活
性
化
に
つ

い
て

見守り隊の様子

特定健診の様子

移
、
県
内
で

の
状
況
、
ま

た
受
診
率
が

伸
び
な
い
こ

と
に
対
す
る

対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま

す
。

深
堀
市
民
福

祉
部
長　

神

埼
市
に
お
け

る
受
診
率
は

平
成
24
年
か

ら
28
年
ま
で

35
％
前
後
で

す
。
平
成
28

議
員　

補
助
金
以
外

に
も
ス
ポ
ー
ツ
等
を

支
援
す
る
方
策
は
な

い
の
か
。
例
え
ば
、

全
国
大
会
出
場
の

「
応
援
横
断
幕
」
を

掲
げ
る
な
ど
の
支
援

も
必
要
と
思
う
が
、

市
の
考
え
は
。
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共
存
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
生
活
や
農
業
の
継
続

を
基
本
と
し
、
影
響
は
な
い

と
思
う
。

議
員　

九
州
北
部
豪
雨
災
害

に
伴
い
尾
崎
地
区
に
あ
る
日

の
尺
た
め
池
は
、
地
震
・
瞬

時
の
豪
雨
に
対
応
で
き
る
の

か
。

小
桺
農
政
水
産
課
長　

平
成

27
年
度
に
た
め
池
耐
震
性
点

検
を
実
施
し
、
安
全
と
判
断

さ
れ
た
。ま
た
、瞬
時
の
豪
雨

議
員　

県
事
業
で
あ
る
中
地

江
川
整
備
は
、
平
成
35
年
度

ま
で
に
本
当
に
完
了
す
る
の

か
、
ま
た
そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
上

流
の
整
備
に
変
更
は
な
い
の

か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

予
定

よ
り
１
年
遅
れ
で
開
始
し
て

い
る
が
、
35
年
度
の
事
業
完

了
を
目
指
し
推
進
し
て
い

る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
上
流
の
整

備
に
関
し
て
は
築
後
川
水
系

西
圏
域
河
川
整
備
計
画
に

沿
っ
て
外
環
状
線
下
流
ま
で

の
改
修
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

議
員　

姉
川
城
跡
整
備
区
域

に
対
し
、今
後
農
業
施
策（
営

農
・
法
人
化
）
に
影
響
は
な

い
の
か
。

松
永
社
会
教
育
課
長　

生
活

異
常
気
象
の
中
、日
の
尺
池
は
大
丈
夫
か

耐
震
性
点
検
の
結
果
堤
体
の
安
定
計
算
・
地
震
動
に
対
し
て
安
全
と
断
定

答

道
に
対
し
、
米
・
麦
・
大
豆

の
転
作
な
ど
、
今
後
の
農
業

振
興
策
は
。

市
長　

ま
だ
、
不
透
明
な
中

だ
が
、
国
・
県
が
示
す
作
物

は
安
定
的
に
補
助
金
が
来

る
。
し
か
し
、
リ
ス
ク
を
踏

ま
え
挑
戦
さ
れ
る
方
々
に
、

市
独
自
の
補
助
も
必
要
と
考

え
る
が
、
農
家
の
方
々
の
独

自
の
努
力
も
必
要
と
考
え

る
。

給食風景

市内最大のため池である「日の尺ため池」

議
員　

景
気
が
良
く
な
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
圧
倒
的
市
民
は
給
与

も
上
が
ら
ず
、
年
金
は
減
ら

さ
れ
生
活
は
ま
す
ま
す
苦
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

特
に
子
育
て
世
代
は
教
育

費
の
増
大
に
苦
し
ん
で
お
ら

れ
る
。
市
民
の
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
が
第
一
番
の
仕
事
で

あ
る
地
方
自
治
体
と
し
て
、

ど
こ
に
政
策
の
力
点
を
置
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。
市
の
施
策
と

し
て
、
子
育
て
真
最
中
の
人

た
ち
へ
の
直
接
的
支
援
が
必

要
で
あ
る
。
私
は
給
食
費
無

料
化
を
ぜ
ひ
神
埼
市
に
お
い

て
も
実
現
す
べ
き
と
思
う
。

永
原
教
育
部
長　

給
食
費
無

料
化
に
伴
う
財
源
の
確
保
、

学
校
給
食
費
無
料
化
の
実
現
を

住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
い

答

ま
た
、
他
の
子
育
て
支
援
施

策
、
教
育
施
策
と
の
兼
ね
合

い
を
考
慮
し
、
実
施
に
つ
い

て
は
も
う
し
ば
ら
く
研
究
す

る
必
要
が
あ
る
。

市
長　

無
料
化
に
つ
い
て
絶

対
に
や
ら
な
い
と
い
う
も
の

で
は
な
い
が
、
市
の
施
策
の

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な

が
ら
、
住
民
の
方
の
意
向
を

踏
ま
え
て
や
っ
て
い
き
た

い
。

議
員　

い
き
な
り
完
全
無
料

化
が
財
政
上
無
理
と
い
う
な

ら
ば
第
３
子
以
降
を
無
料
化

し
た
場
合
、い
く
ら
必
要
か
。

教
育
部
長　

仮
に
第
３
子
以

降
を
無
料
化
し
た
場
合
、
児

童
・
生
徒
数
が
小
・
中
学
校

合
わ
せ
て
１
７
０
人
前
後
で

あ
り
、
約
８
４
２
万
円
必
要

と
な
る
。

西原　正剛 議員

福田　淸道 議員

そ
の
他
の
質
問

・
各
小
学
校
は
地
域
の
宝

・
本
庁
舎
跡
地
の
活
用
と
、

空
家
・
空
店
舗
の
活
用
に

つ
い
て

対
策
は
、
現

在
堰
板
の
調

整
を
行
っ
て

お
り
、
梅
雨

時
に
は
特
に

頻
繁
に
看
視

し
た
い
。

議
員　

国
が

打
ち
出
し
た

平
成
30
年
度

か
ら
の
減
反

廃
止
策
に
よ

り
、
先
行
き

不
透
明
で
あ

る
と
い
う
報
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議
員　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
は
県
の
経
済
対
策
と

し
て
平
成
23
年
～
25
年
の
三

年
間
実
施
さ
れ
た
が
再
実
施

を
す
べ
き
と
思
う
が
、
三
年

間
の
実
績
は
ど
の
よ
う
な
結

果
だ
っ
た
か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

三
年

間
で
７
７
１
件
、
一
億
八
千

三
百
万
円
の
助
成
を
行
い
、

そ
れ
に
係
る
工
事
見
積
額
は

十
二
億
一
千
六
百
万
円
で
そ

の
七
割
、
八
億
六
千
八
百
万

円
が
市
内
業
者
に
発
注
さ
れ

て
い
る
。

　

市
内
の
受
注
関
連
事
業
者

へ
の
受
注
機
会
の
創
出
と
地

域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ

た
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

今
、
全
国
で
広
が
り

つ
つ
あ
る
の
が
商
店
街
の
活

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
再
実
施
を

市
単
独
に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
再
実
施
は
考
え
て
い
な
い

答

性
化
策
と
し
て
、
新
規
開
業

や
後
継
者
育
成
の
事
業
と
し

て
創
業
支
援
、
市
街
地
空
き

店
舗
等
改
装
補
助
金
な
ど
で

支
援
す
る
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
助
成
事
業
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
市
民
の
住
環
境
の
整

備
、
地
域
活
性
化
策
と
し
て

そ
の
効
果
が
示
さ
れ
て
い

る
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
再
実
施
を
求
め
る
。

産
業
建
設
部
長　

経
済
対
策

と
し
て
、
市
単
独
で
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
再

実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

市
長　

市
長
と
し
て
最
大
限

考
え
た
の
は
、市
民
の
安
全
・

安
心
が
基
本
に
あ
る
。
一
つ

に
は
経
済
的
な
活
性
、
も
う

一
つ
は
精
神
的
な
活
性
で
あ

り
、
経
済
的
に
は
市
と
し
て

支
援
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
や
っ
て
い
く
。

精
神
的
な
も
の
に
つ
い
て
は

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
健
康
が
絶
対
優
先
と
考

え
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
。

議
員　

本
年
６
月
の
全
員
協

議
会
で
報
告
さ
れ
、
南
部
工

業
団
地
に
進
出
協
定
し
た
東

洋
ビ
ュ
ー
テ
ィ
の
新
工
場
建

設
は
平
成
29
年
11
月
着
手
と

説
明
さ
れ
た
が
、
現
状
を
見

る
と
ま
だ
ま
だ
建
設
が
始
ま

る
様
子
が
見
え
な
い
が
、
進

捗
状
況
・
雇
用
計
画
及
び
市

の
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
は
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

東
洋

ビ
ュ
ー
テ
ィ
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、
現
在
、
工
場
の
設
計
会

社
と
建
設
会
社
が
決
定
、
来

年
１
月
ま
で
に
工
場
建
設
に

係
る
設
計
を
完
成
さ
せ
、
建

築
確
認
申
請
な
ど
法
的
な
手

続
き
を
行
い
、
来
春
よ
り
工

事
着
手
し
て
平
成
31
年
２
月

頃
に
新
工
場
を
完
成
さ
せ
た

い
と
伺
っ
て
い
る
。

進
出
企
業
の
雇
用
対
策
は
、ど
う
す
る
の
か

自
信
を
も
っ
て
勧
め
る
形
で
臨
み
た
い

答

進
路
指
導
の
教
諭
に
企
業
紹

介
、
ま
た
市
職
員
と
一
緒
に

企
業
を
見
て
頂
く
支
援
事
業

の
考
え
は
。

副
市
長　

自
分
た
ち
が
そ
の

目
で
見
た
い
と
い
う
希
望
が

あ
る
な
ら
ば
、
進
路
指
導
の

担
当
、
学
校
の
都
合
な
ど
聞
い

た
上
で
、
十
分
検
討
し
た
い
。

議
員　

雇
用
計
画
を
見
る
と

地
元
雇
用
70
名
、
内
60
名
が

正
社
員
と
さ
れ
て
い
る
が
、

既
に
進
出
さ
れ
た
企
業
や
県

内
求
人
情
報
が
多
く
掲
載
さ

れ
、
従
業
員
が
集
ま
ら
な
い

と
聞
く
が
、
雇
用
計
画
の
実

情
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

高
卒
新
卒

者
を
対
象
に
会
社
説
明
会
を

開
催
し
、
24
名
の
生
徒
が
参

加
し
、
11
名
が
受
験
さ
れ
て

い
る
。

議
員　

就
職
に
つ
い
て
は
、

新工場が待たれる南部工業団地

中野　　均 議員

佐藤　知美 議員

そ
の
他
の
質
問

・
農
業
機
械
・
施
設
導
入
に

伴
う
市
単
独
補
助
制
度
新

設
に
つ
い
て

「
神
埼
市
の
活
性
化
」

対
策
は

議
員　

街
の
活
性
化
は
少
子

高
齢
化
の
中
で
多
く
の
市
町

の
課
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
活

力
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
姿
が

活
性
化
を
生
み
出
す
基
本
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
国
・

市
の
施
策
が
必
要
だ
が
市
長

の
街
づ
く
り
の
基
本
は
な
に

か
。



神埼市議会だより　第 45 号

21

一般質問

果
も
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
。

国
が
こ
う
い
っ
た
不
安
を
述

べ
る
間
は
、
積
極
的
に
進
め

る
と
い
う
姿
勢
は
避
け
た
い
。

議
員　

子
ど
も
達
の
健
康
を

守
る
。
子
育
て
世
代
の
生
活

負
担
の
軽
減
な
ど
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
は

神
埼
市
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に

な
る
と
思
う
が
市
の
考
え
を

伺
う
。

深
堀
市
民
福
祉
部
長　

国
の

検
討
動
向
に
つ
い
て
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
高
い
発
病
予
防

効
果
は
期
待
で
き
な
い
。
ま

た
、
ま
れ
に
副
反
応
に
よ
る

健
康
被
害
も
あ
る
と
の
理
由

に
よ
り
、
定
期
接
種
か
ら
任

意
接
種
と
な
っ
た
以
降
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に

対
す
る
国
の
対
応
、
方
針
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。

市
長　

担
当
と
の
や
り
と
り

を
聞
く
中
で
も
一
定
の
心

配
、
不
安
も
あ
る
。
国
の
結

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
で
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を

引
き
続
き
国
の
動
向
、他
市
町
の
情
勢
を
注
視
す
る

答

見通しが悪い直鳥橋交差点

議
員　

総
務
省
に
よ
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
返
礼
品
見
直

し
通
知
後
の
方
針
は
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

見
直

し
の
影
響
を
小
さ
く
す
る

公
共
下
水
道
は
処
理
場
に
近
い
千
代
田
エ
リ
ア
に
導
入
可
能
か

エ
リ
ア
変
更
の
正
式
な
手
続
を
踏
め
ば
可
能

答

為
、
納
税
シ
ス
テ
ム
会
社
と

協
議
検
討
し
、
お
礼
の
品
を

複
数
選
択
で
き
る
よ
う
変
更

を
行
い
、
寄
附
者
に
有
利
に

な
る
よ
う
見
直
し
、
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
内
で
周
知
を
図

り
責
任
と
良
識
あ
る
対
応
を

推
進
す
る
。

議
員　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も

食
べ
た
佐
賀
牛
、例
え
ば「
季

楽
」
の
食
事
券
を
返
礼
品
と

し
て
は
。

野
中
政
策
推
進
室
長　

市
内

Ｊ
Ａ
さ
が
事
業
者
で
取
扱
い

で
き
る
事
が
前
提
に
な
る
の

で
、
事
業
所
と
協
議
研
究
を

行
う
。

議
員　

神
埼
は
剣
道
の
聖
地

だ
と
思
う
。
市
長
旗
杯
で
全

国
か
ら
選
抜
の
中
学
生
が
来

る
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
剣
道
大
会
運
営
費
用

を
集
め
た
り
又
、「
ふ
る
さ

と
納
税
」
と
か
「
剣
道
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
「
神
埼
」

へ
導
入
す
る
仕
掛
け
が
で
き

な
い
か
。

政
策
推
進
室
長　

ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
リ
ス

テ
ィ
ン
グ
広
告
（
キ
ー
ワ
ー

ド
検
索
し
た
時
に
連
動
表
示

す
る
）
な
ど
、
費
用
対
効
果

も
試
算
し
て
検
討
し
ま
す
。

対外的に神埼ファンを醸成している
MY DEAR 神埼

田原　和幸 議員

白石　昌利 議員

そ
の
他
の
質
問

・
催
事
を
行
う
際
、
各
部
各

課
の
市
民
へ
の
周
知
努
力

の
方
法
・
対
外
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て

高
取
山
わ
ん
ぱ
く

公
園
の
利
活
用

直
鳥
橋
交
差
点
の

安
全
対
策

議
員　

高
取
山
公
園
は
、
年

間
５
万
人
か
ら
６
万
人
が
訪

れ
る
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
方

が
脊
振
地
区
に
集
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
、
地
域
活
性
化
の

起
爆
剤
に
な
る
要
因
を
秘
め

て
い
る
。
家
族
で
来
ら
れ
る

利
用
者
の
負
担
軽
減
か
ら
施

議
員　

城
原
川
に
架
か
る
直

鳥
橋
は
山
な
り
に
な
っ
て
お

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
横
断

歩
道
が
見
に
く
い
交
差
点
に

な
っ
て
い
る
。
危
険
な
交
差

点
の
改
善
対
策
で
、
カ
ラ
ー

舗
装
等
の
考
え
を
伺
う
。

牛
島
防
災
危
機
管
理
課
長　

カ
ラ
ー
舗
装
に
つ
い
て
は
、

有
効
な
も
の
で
あ
れ
ば
関
係

機
関
に
要
望
を
進
め
て
い
き

た
い
。

設
料
金
の
見
直
し

を
慎
重
且
つ
大
胆

に
検
討
出
来
な
い

か
伺
う
。

嶋
建
設
課
長　

料

金
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え

る
。
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編
集
後
記

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

野
副　

昭

副
委
員
長　

原　
　

信
義

委
　
　
員　

白
石　

昌
利

委
　
員　

原
口
ひ
さ
よ

委
　
員　

田
原　

和
幸

委
　
員　

永
沼　
　

彰

　

今
回
が
任
期
４
年
間
最
後
の
「
議
会
だ

よ
り
」
と
な
り
ま
し
た
。
広
報
委
員
６
人

が
一
丸
と
な
っ
た
編
集
は
、
切
磋
琢
磨
し

議
会
の
動
き
や
内
容
を
〝
見
や
す
く
〟〝
読

み
や
す
く
〟
を
心
掛
け
、
真
心
を
込
め
て

市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
届
け
で
き
た
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
満
足
い
く
「
議
会

だ
よ
り
」
で
は
な
か
っ
た
点
も
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
が
、
委
員
全
員
は
や
り
遂
げ

た
思
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
議
員
の
任

期
も
残
り
少
な
く
な
り
、
平
成
30
年
４
月

に
は
改
選
に
よ
り
市
民
の
み
な
さ
ま
の
審

判
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〝
広
報
委
員
一
同
在
職
４
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
〟

	

（
記　

野
副　

昭
）

10月４日	 議会広報編集特別委員会

　　７日	 神埼市首都圏ふるさと会（東京都）

　　10日	 決算特別委員会

	 産業建設常任委員会

　　11日	 全国市議会議長会基地協議会九州・沖縄

部会総会（宮崎県宮崎市）

　　17日	 議会広報編集特別委員会

　　24日	 議会広報編集特別委員会

	 第20回市町村行政講演会

　　27日	 議会広報編集特別委員会

11月６日～７日

	 決算特別委員会

　　９日～ 10日

	 決算特別委員会

　　13日	 全国市議会議長会基地協議会第89回理事

会（東京都）

　　13日～ 14日

	 決算特別委員会

　　14日	 産業建設常任委員会

　　15日	 神埼市まちづくり特別委員会行政視察研

修（熊本県山鹿市）

　　16日	 文教厚生常任委員会

　　20日	 防衛省情報施設振興議員連盟役員並びに

総務省・防衛省への要望活動（東京都）

　　22日	 総務常任委員会

	 議会改革検討特別委員会 小委員会

	 議会改革検討特別委員会

　　28日	 議会運営委員会

12月１日～ 25日

	 平成29年12月第4回神埼市議会定例会

　　１日	 全員協議会

　　６日	 議会広報編集特別委員会

　　８日	 議会改革検討特別委員会 第1分科会・第2

分科会

　　12日	 議会改革検討特別委員会 小委員会

　　13日	 平成29年度予算特別委員会

　　14日	 総務常任委員会

　　15日	 文教厚生常任委員会

　　18日	 産業建設常任委員会

　　19日	 議会改革検討特別委員会

　　20日	 神埼市まちづくり特別委員会

	 文教厚生常任委員会

　　21日	 議会運営委員会

　　25日	 全員協議会

《議　会　の　動　き》　 （Ｈ29年10月～12月）


